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特定非営利活動法人日本オリンピック・アカデミー 

第 44 回ＪＯＡセッション（オンライン開催） 

 

東京 2020 共生社会の創造に向けたチャレンジとこれから 

 

 一年延期された東京 2020 オリンピック・パラリンピックが閉幕した。新型コロナ禍での開催是

非が問われる中、無観客での開催となった。準備の過程では、大会コンセプトのひとつである「多

様性と調和」の実現に向けた日本社会の深刻な課題も浮き彫りとなり、大会を終えた安心感はあ

るが、課題解決に対する真剣な取り組みがいよいよ問われよう。 

 ＪＯＡでは 2013 年の招致決定後、「オリンピズムの普及と浸透」を目標に掲げ、ムーブメント

の発展支援に尽力してきた。セッションでは、大会に向けた各方面のムーブメントに注目し、各々

の関係者からの情報と話題提供を受けてディスカッションを行い、計画や進捗状況を把握し、大

会後を展望してきた。大会終了をひとまずの区切りとし、あらためて各方面のムーブメントを振

り返り、各々の経験と成果に学び、これからのムーブメントのあり方を考える必要があろう。 

 このたびのセッションでは、「多様性と調和」の内実に相当する共生社会、その創造に向けたス

ポーツ界の試みや学校、地域、スポンサーによるムーブメント例を取り上げ、各々が「共生社会」

のビジョンをどのようなものとして描き、その実現に向けていかなる挑戦をしてきたかを顧みる。

各事例を通して得られる知見をヒントに、ポスト東京 2020 のムーブメントの望ましい姿を探る

と共に、ＪＯＡの次なる目標、課題についても議論をスタートさせる契機としたい。 

 

日   時: 2021 年 12月 18日（土） 13:30〜16:20 

 

会   場: Zoomによるオンライン開催（ライブ） 

 

主   催：特定非営利活動法人日本オリンピック・アカデミー（ＪＯＡ） 

 

後   援：国際オリンピック・アカデミー 

      国際ピエール・ド・クーベルタン委員会 

      外務省 

      スポーツ庁 

      独立行政法人日本スポーツ振興センター 

      公益財団法人日本オリンピック委員会 

      公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会 

      公益財団法人日本スポーツ協会 

      公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 

      一般社団法人日本パラリンピアンズ協会 
      特定非営利活動法人日本オリンピアンズ協会 

 

協   力：筑波大学オリンピック教育プラットフォーム 

 

 

参  加  費：無料（原則として、事前に参加登録したＪＯＡ会員限定のライブ配信） 

 

申 し 込 み：2021 年 12月 13 日（月）まで 

        ＪＯＡホームページ olympic-academy.jp内の専用フォームよりお申し込み下さい。 

        Zoom 入室に要する ID・パスコード等については後日お知らせします。 
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プログラム 

 

13:30〜13:45 オープニング 

主催者挨拶  望月 敏夫 ＪＯＡ会長 

御来賓挨拶  渡辺 栄二 スポーツ庁オリンピック・パラリンピック課課長 

 

13:45〜14:10 キーノート「東京 2020 開催国のＮＯＡとして」 

 「オリンピズムの普及と浸透」に関わる活動に着目し、東京 2020 開催に至るＪＯＡの歩み

を振り返ります。また、ＪＯＡ50 周年となる 2028 年に向けた新たな目標、今後のチャレン

ジを構想するに当たり、東京 2020 開催国のＮＯＡとして考慮すべき点を提示します。 

   佐野 総一郎 ＪＯＡセッション委員会、同海外セッション派遣委員会委員 

          ／ＩＯＡ青年セッション参加（2011） 

 

14:15〜16:00 シンポジウム「共生社会創造に向けたチャレンジ」 

   大会コンセプト「多様性と調和」に基づいて展開されたチャレンジを、スポーツ界（競技

団体の新たな取り組み）、学校（オリンピック・パラリンピック教育）、地域（共生社会ホス

トタウン）、スポンサー（アクティベーション）に探り、大会前後のムーブメント等の発展に

ついて実際と可能性を見据えます。 

      進行：大林 太朗 ＪＯＡセッション委員会委員、筑波大学助教 

               ／ＩОＡペロポネソス大学大学院修了（2015） 

 

 ■事例報告 

  ①学校のオリンピック・パラリンピック教育での取り組み 

    本間 基史 新宿区立落合第四小学校 落合第四幼稚園 校園長 

 

  ②ホストタウンとしての地域の取り組み    

    柴田 幸博 弘前市健康こども部スポーツ振興課参事 

      兼オリンピック・パラリンピック推進室室長 

 

③スポンサーのアクティベーションにみる取り組み    

  那須 瑞紀 パナソニック株式会社  

        スペースクリエイツセンター パナソニックセンター東京 プロモーション課課長 

 

  ④競技団体にみるスポーツ界の取り組み 

    橋本 寛 公益社団法人日本フェンシング協会  

       サーブルナショナルチームコーチ / NEXUS FENCING CLUB 

 

 ■ディスカッション 

 

 

16:00〜16:15 総括スピーチ 

    日比野 暢子  桐蔭横浜大学教授 

 

16:15〜16:20 閉会の言葉 

  結城 和香子  ＪＯＡ副会長  

 

 

                本件に関するお問い合わせ    第 44回ＪＯＡセッション実行委員会   

                     嵯峨 寿（ＪＯＡ理事 セッション担当）saga.hitoshi@gmail.com 


